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（単位：千円）

各
会
計
別
決
算
額

議会は、令和６年度一般会計ほか６特別・３企業会計の決算等を審査
するため、１０月１日・２日・７日・８日・１４日の５日間にわたって決算
特別委員会を開催しました。
賃上げによる個人消費の拡大等もあり、景気が緩やかに回復している
ことから税収の増加が期待される一方、金利上昇の影響や物価高騰等に
よる経費の増加に加え、社会保障関連経費の増加や大規模な投資的事業
等による大きな財政負担が見込まれ、長期財政収支の悪化が想定されま
す。改めて、徹底して収支均衡及び長期財政需要を意識し、将来にわた
って健全な財政運営を維持していくことが不可欠であることから、同委
員会において、各事務事業に対して熱心に質疑が行われました。

決算特別委員会委員
【
委
員
長
】

丹

生

真

人

【
副
委
員
長
】

小

池

晶

子

【
委

員
】

前

田

富

枝

松

本

佑

介

広

瀬

ひ
と
み

三

和

智

之

野

村

生

代

大

津

真
沙
樹

泉

大

介

岡

市

栄
次
郎

志

甫

直

哉

藤

田

幸

久

一

原

明

美

東

実
名
子

（
会
派
届
出
順
）

※１ 実質収支は、歳入から歳出と翌年度繰越財源を引いたものです。
※２ 単年度収支は、実質収支から前年度実質収支を引いたものです。
※３ 純利益は、収益的収入から収益的支出を引いたものです。

議
員

一
般
会
計
の
単
年
度

収
支
が
２
年
連
続
赤
字
の
厳

し
い
状
況
だ
が
、歳
入
歳
出
の

増
減
面
か
ら
の
要
因
を
聞
く
。

課
長

歳
入
面
は
市
税
や
国

庫
支
出
金
等
が
減
少
し
、
歳

出
面
で
は
人
件
費
や
扶
助
費

（
＊
１
）等
が
増
加
し
た
。

要
望
等

財
源
確
保
は
重
要

で
あ
り
、
法
人
市
民
税
や
固

定
資
産
税
の
安
定
確
保
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
市
内

事
業
者
が
枚
方
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
す
る
こ
と
の
優
位
性
の
創

出
や
、
７
つ
の
企
業
団
地
を

有
す
る
も
の
づ
く
り
の
ま
ち

枚
方
と
し
て
工
場
の
市
外
流

出
の
抑
制
な
ど
、
法
人
市
民

税
や
固
定
資
産
税
の
確
保
策

に
注
力
す
る
よ
う
求
め
る
。

子
ど
も
の
健
全
な
育
ち
に

給
食
の
質
の
確
保
は
最
重
要

議
員

本
市
は
小
学
校
給
食

を
無
償
化
し
て
い
る
が
、１
食

当
た
り
の
食
材
単
価
と
、食
材

料
費
高
騰
へ
の
対
応
を
聞
く
。

課
長

１
食
当
た
り
の
給
食

費
は
２
３
０
円
だ
が
、
７
年

４
〜
７
月
の
平
均
実
績
値
は

約
２
８
８
円
で
あ
っ
た
。
食

材
料
費
高
騰
分
は
、
食
材
購

入
を
行
う
学
校
給
食
会
に
補

助
金
を
支
出
し
、
栄
養
量
と

質
を
確
保
し
て
い
る
。

要
望
等

給
食
の
質
の
確
保

は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
ち
や
食
育
の
観
点
か
ら
最

重
要
で
あ
る
。物
価
高
騰
の
動

向
を
注
視
し
、十
分
対
応
で
き

る
水
準
で
給
食
費
の
改
定
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

全
て
の
市
民
が
未
来
へ
の

希
望
を
持
て
る
施
策
展
開
を

議
員

市
が
子
育
て
世
帯
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
打
ち
出

し
た
施
策
に
は
、
子
ど
も
食

堂
へ
の
補
助
拡
充
な
ど
福
祉

的
要
素
の
強
い
も
の
も
含
ま

れ
る
が
、そ
の
狙
い
を
聞
く
。

課
長

人
口
減
少
へ
の
対
応

に
は
、
本
市
の
未
来
の
支
え

と
な
り
得
る
子
育
て
世
帯
の

定
着
が
必
要
で
あ
り
、
同
世

帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
総

合
的
な
取
組
と
し
て
示
し
た
。

要
望
等

定
住
促
進
等
の
前

に
、
市
民
の
豊
か
さ
を
守
る

と
い
う
理
念
が
あ
る
べ
き
と

考
え
る
。
ど
の
自
治
体
も
取

り
組
む
子
育
て
支
援
は
魅
力

の
一
つ
で
し
か
な
い
。
市
が

さ
ら
に
発
展
し
て
い
け
る
よ

う
、
全
世
代
が
未
来
に
希
望

を
持
て
る
施
策
を
求
め
る
。

議
員

少
人
数
学
級
充
実
事

業
に
係
る
６
年
度
４
月
当
初

に
必
要
な
市
費
任
期
付
講
師

は
８
人
不
足
し
た
と
い
う
。

７
年
度
当
初
の
状
況
を
聞
く
。

課
長

７
年
度
の
市
費
任
期

付
講
師
の
採
用
人
数
は
４３
人

で
、
１６
人
の
欠
員
で
あ
る
。

要
望
等

人
材
難
の
中
、
講

師
の
必
要
数
は
増
加
し
、
結

果
と
し
て
人
材
が
確
保
で
き

ず
に
、
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
加

配（
＊
５
）が
実
施
で
き
な
い

学
級
が
あ
る
現
状
に
、
ど
う

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。
一
層
の

採
用
努
力
と
対
応
策
の
検
討

を
求
め
る
。

環境影響評価
先
行
し
た
予
算
計
上

不
要
で
は
納
得
で
き
な
い

議
員

４
年
９
月
の
市
役
所

位
置
条
例
否
決
後
、
庁
舎
位

置
が
未
定
で
あ
る
の
に
枚
方

市
駅
周
辺
再
整
備
に
お
け
る

④
・
⑤
街
区（
＊
６
）の
環
境

影
響
評
価
業
務
委
託
料
を
予

算
計
上
し
た
の
は
お
か
し
い

と
反
対
し
て
き
た
。
さ
き
の

全
員
協
議
会
で
両
街
区
の
一

体
施
行
の
見
直
し
が
示
さ
れ
、

環
境
影
響
評
価
条
例
の
要
件

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
い

う
。
７
千
万
円
を
か
け
た
同

業
務
は
不
要
だ
っ
た
と
考
え
、

到
底
納
得
で
き
な
い
が
見
解

を
聞
く
。

課
長

④
・
⑤
街
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業（
＊
７
）の
予

定
面
積
か
ら
、
同
条
例
上
、

環
境
影
響
評
価
が
必
要
で
あ

っ
た
。
一
体
施
行
の
見
直
し

に
よ
り
要
件
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
が
、
環
境
保
全
を
図

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
た
め
、

自
主
的
に
実
施
す
る
。

倍
増
す
る
保
険
料
差
押
件
数

分
割
納
付
の
相
談
対
応
を

議
員

４
年
度
か
ら
６
年
度

ま
で
の
国
民
健
康
保
険
料
の

滞
納
に
係
る
差
押
件
数
の
推

移
を
聞
く
。

課
長

４
年
度
は
７
８
５
件
、

５
年
度
は
１
１
８
８
件
、
６

年
度
は
１
５
４
４
件
で
あ
る
。

要
望
等

６
年
度
の
件
数
は

４
年
度
の
ほ
ぼ
２
倍
と
大
幅

に
増
加
し
、
府
下
の
自
治
体

の
中
で
も
際
立
つ
多
さ
で
あ

る
。
社
会
保
障
の
制
度
に
よ

り
市
民
の
暮
ら
し
が
壊
さ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
分
割
納
付
の
相
談
に
お

い
て
も
、
頭
か
ら
拒
否
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

小学校の給食風景小学校の授業風景

議
員

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

援
助
事
業（
＊
２
）に
お
け
る

６
年
度
末
の
利
用
者
数
及
び

待
機
者
数
の
推
移
を
聞
く
。

課
長

利
用
者
数
は
１
４
６

人
で
あ
る
。
待
機
者
数
は
４

年
度
２２
人
、
５
年
度
３４
人
、

６
年
度
４０
人
で
あ
り
、
年
々

増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

要
望
等

同
事
業
を
必
要
と

し
て
い
る
人
は
困
難
を
抱
え

て
お
り
、
迅
速
な
支
援
が
求

め
ら
れ
る
。
待
機
者
の
発
生

を
で
き
る
限
り
抑
制
す
る
た

め
、
人
員
体
制
の
強
化
や
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
な
ど
、

実
効
性
の
あ
る
体
制
整
備
を

進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

増
加
傾
向
の
義
務
的
経
費

そ
の
認
識
と
対
応
策
は

議
員

扶
助
費（
＊
１
）の
増

加
に
伴
い
、
今
後
も
義
務
的

経
費
は
増
加
傾
向
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
同
経
費
の
増

加
に
伴
う
経
常
収
支
比
率（
＊

３
）の
高
ま
り
は
、行
財
政
運

営
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
縮
減
に
努
め
る

べ
き
だ
が
、
同
経
費
に
対
す

る
認
識
と
扶
助
費
増
加
へ
の

対
応
策
を
聞
く
。

課
長

施
策
面
で
の
予
算
の

自
由
度
を
確
保
す
る
た
め
、

同
経
費
の
改
善
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
扶

助
費
増
加
の
対
応
策
と
し
て
、

市
費
の
超
過
負
担
が
発
生
し

て
い
る
事
業
は
、国
が
適
正
に

負
担
す
る
よ
う
引
き
続
き
要

望
し
、財
源
確
保
に
努
め
る
。

市
民
へ
説
明
責
任
を
果
た
し

抜
本
的
な
行
財
政
改
革
を

議
員

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

は
、
財
源
確
保
に
着
目
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ

も
そ
も
の
目
的
を
聞
く
。

課
長

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
行

政
資
源
の
最
適
化
を
図
る
と

と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体

へ
の
転
換
、
民
間
活
力
の
活

用
等
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の

下
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

要
望
等

今
後
、
歳
入
の
減

少
と
社
会
保
障
費
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
中
、
持
続
可
能

な
行
政
運
営
を
確
保
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
、
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
、
抜
本
的

な
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
。

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

し
な
が
ら
、効
率
的
か
つ
効
果

的
な
行
政
運
営
を
要
望
す
る
。

議
員

枚
方
市
駅
市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
は
、「
書
か
な
い
、

待
た
な
い
、
回
ら
な
い
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
利
便
性

の
高
い
施
設
だ
が
、
６
年
度

の
利
用
状
況
を
聞
く
。

課
長

証
明
発
行
や
住
民
異

動
等
の
手
続
利
用
は
増
え
て

き
て
い
る
が
、
遠
隔
相
談
や

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ポ
ー
ト

は
、月
数
件
の
利
用
で
あ
る
。

要
望
等

遠
隔
相
談
等
の
利

用
促
進
に
は
、
市
民
へ
の
さ

ら
な
る
周
知
が
必
要
と
考
え

る
。
同
じ
建
物
に
あ
る
、
ま

る
っ
と
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で

実
施
す
る
乳
幼
児
健
診
の
機

会
を
捉
え
、
子
育
て
世
帯
に

周
知
す
る
な
ど
、
周
知
方
法

を
工
夫
す
る
よ
う
意
見
す
る
。

公
債
費
の
見
通
し

楽
観
的
す
ぎ
る
の
で
は

議
員

６
年
度
の
公
債
費（
＊

８
）は
減
少
し
て
い
る
が
、枚

方
市
駅
周
辺
再
整
備
事
業
や

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

等
の
大
規
模
な
投
資
的
事
業

を
進
め
る
状
況
下
で
増
加
し

て
い
く
と
考
え
る
。
今
後
の

公
債
費
の
見
込
み
を
聞
く
。

課
長

大
規
模
事
業
の
集
中

に
よ
り
、
１４
年
度
ま
で
は
増

加
す
る
が
、
そ
の
後
は
減
少

し
て
い
く
見
込
み
で
あ
る
。

要
望
等

金
利
上
昇
や
老
朽

化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
な

ど
、
今
後
の
課
題
は
山
積
み

で
あ
り
、
見
通
し
が
楽
観
的

過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ

ら
な
る
物
価
高
騰
等
を
見
据

え
、
投
資
的
事
業
の
最
適
化

に
取
り
組
む
よ
う
意
見
す
る
。

不登校支援
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
づ
く
り
の
推
進
を

議
員

不
登
校
支
援
協
力
員

の
６
年
度
の
配
置
状
況
と
配

置
に
よ
る
効
果
を
聞
く
。

課
長

全
中
学
校
、
２０
小
学

校
に
配
置
し
た
。同
協
力
員
が

寄
り
添
う
こ
と
で
、子
ど
も
の

気
持
ち
が
前
向
き
に
な
る
き

っ
か
け
と
な
り
、教
員
以
外
の

視
点
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

よ
り
、学
校
全
体
で
子
ど
も
を

支
え
る
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。

要
望
等

７
年
度
か
ら
教
育

支
援
ル
ー
ム
指
導
員
と
し
て

全
校
配
置
さ
れ
た
が
、
今
後

も
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
づ
く
り
を
一
層
進
め

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
不

登
校
に
悩
む
保
護
者
の
交
流

の
場
を
定
期
的
に
開
催
す
る

よ
う
強
く
求
め
る
。

福祉サービス利用援助事業を実施する
社会福祉協議会 生活支援課の相談窓口枚方市駅市民窓口センター

議
員

市
は
、
一
般
会
計
の

２
年
連
続
単
年
度
赤
字
と
経

常
収
支
比
率（
＊
３
）悪
化
の

事
態
に
相
当
の
危
機
感
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
。
同
率
の
悪

化
要
因
で
あ
る
扶
助
費（
＊

１
）を
縮
減
す
る
の
は
難
易
度

が
高
い
が
、対
応
策
を
聞
く
。

課
長

扶
助
費
に
係
る
適
正

負
担
を
国
に
求
め
る
ほ
か
、

行
財
政
改
革
に
も
取
り
組
み
、

同
率
の
改
善
に
努
め
る
。

要
望
等

市
が
約
３０
年
に
わ

た
り
取
り
組
ん
で
き
た
行
財

政
改
革
の
延
長
で
は
今
後
大

き
な
効
果
は
得
難
く
、
抜
本

的
な
取
組
を
す
べ
き
で
あ
る
。

真
に
必
要
な
人
に
支
援
を
行

き
届
け
る
た
め
に
も
、
め
り

張
り
あ
る
取
組
を
求
め
る
。

年
間
６０
億
円
の
子
育
て
予
算

見
合
う
効
果
は
得
ら
れ
た
か

議
員

市
が
約
６０
億
円
を
投

じ
た
子
ど
も・子
育
て
応
援
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
施
策
の
う
ち
、小

学
校
給
食
充
実
事
業
の
効
果

を
聞
く
。ま
た
、こ
の
成
長
戦

略
を
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。

課
長

同
事
業
の
ア
ウ
ト
カ

ム
指
標（
＊
４
）で
、
１
人
１

日
当
た
り
の
給
食
費
を
１
０

０
％
軽
減
で
き
た
。子
育
て
・

教
育
施
策
に
よ
り
転
入
超
過

に
つ
な
が
っ
た
と
認
識
し
て

お
り
、
一
定
期
間
継
続
し
て

実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

要
望
等

人
口
減
少
に
対
応

す
る
戦
略
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
効
果
測
定
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。１０
年
続
け
る
と
６
０

０
億
円
必
要
だ
が
、そ
れ
に
見

合
う
人
口
増
が
ど
の
く
ら
い

必
要
か
、考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

枚方市駅周辺
再整備事業
法
人
市
民
税
の
増
収
で

扶
助
費
増
加
へ
の
対
応
を

議
員

枚
方
市
駅
周
辺
再
整

備
事
業
に
よ
る
税
収
効
果
の

見
込
み
を
聞
く
。

課
長

固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
及
び
個
人
市
民
税
を

合
わ
せ
、
２０
年
間
で
約
４０
億

円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

要
望
等

法
人
市
民
税
の
増

収
効
果
が
見
込
ま
れ
て
お
ら

ず
、
貴
重
な
商
業
地
域
で
あ

る
枚
方
市
駅
周
辺
を
住
宅
地

と
す
る
考
え
に
も
見
え
る
。

第
３
次
産
業
に
力
を
入
れ
、

雇
用
を
生
み
出
し
、
法
人
市

民
税
の
増
収
に
つ
な
が
る
整

備
を
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

そ
れ
を
人
口
増
に
よ
る
扶
助

費（
＊
１
）増
加
へ
の
対
応
に

あ
て
が
う
べ
き
と
意
見
す
る
。

議
員

公
園
維
持
管
理
経
費

に
含
ま
れ
る
除
草
作
業
の
回

数
を
減
ら
し
た
こ
と
に
よ
り
、

夏
場
を
中
心
に
草
木
が
繁
茂

し
、
利
用
し
づ
ら
い
公
園
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
懸
念
す

る
。
過
去
３
年
間
の
同
作
業

に
係
る
委
託
料
の
推
移
と
そ

の
内
容
を
聞
く
。

課
長

４
年
度
が
約
８
７
８

６
万
円
、
５
年
度
が
約
７
２

９
０
万
円
、
６
年
度
が
約
７

４
１
３
万
円
で
あ
る
。
５
年

度
は
除
草
回
数
を
年
３
回
か

ら
２
回
に
見
直
し
、
減
少
し

た
が
、
６
年
度
は
物
価
高
騰

の
影
響
も
あ
り
増
加
し
た
。

要
望
等

清
掃
活
動
に
苦
慮

す
る
地
域
に
対
し
て
、
支
援

等
の
検
討
を
要
望
す
る
。

来
庁
者
用
駐
車
場
の
混
雑

さ
ら
な
る
対
応
で
解
消
を

議
員

市
役
所
来
庁
者
用
駐

車
場
の
混
雑
解
消
の
た
め
、

第
３
分
館
駐
車
場
の
臨
時
活

用
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
来
庁
者
が
集
中

す
る
時
期
は
依
然
と
し
て
混

雑
し
て
い
る
。
今
後
の
さ
ら

な
る
対
応
を
聞
く
。

課
長

８
年
度
の
運
営
事
業

者
更
新
に
向
け
、
民
間
駐
車

場
で
普
及
が
進
む
ナ
ン
バ
ー

読
取
式
ゲ
ー
ト
や
事
前
精
算

機
の
機
器
導
入
に
よ
る
実
績

や
効
果
等
を
確
認
し
、
混
雑

解
消
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

要
望
等

公
用
車
駐
車
場
の

不
正
駐
車
対
応
な
ど
、来
庁
者

の
安
全
に
資
す
る
警
備
委
託

事
業
者
へ
の
監
督
に
も
し
っ

か
り
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

産後ケア事業
対
象
月
齢
の
拡
充
に
向
け

積
極
的
な
取
組
を

議
員

産
後
ケ
ア
事
業
の
利

用
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

が
、運
営
面
の
課
題
を
聞
く
。

課
長

利
用
者
数
の
増
加
に

伴
い
、
キ
ャ
ン
セ
ル
等
も
増

加
し
、
利
用
調
整
の
業
務
量

が
増
大
し
て
い
る
。
対
応
に

向
け
、
７
年
１１
月
か
ら
の
利

用
シ
ス
テ
ム
の
試
行
導
入
へ

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

要
望
等

産
後
の
母
親
を
支

え
る
同
事
業
の
対
象
月
齢
が
、

現
状
、
生
後
４
か
月
未
満
に

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
市

民
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
ら
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
府

が
広
域
支
援
を
担
う
と
い
う

が
、
本
市
と
し
て
も
対
象
の

拡
充
に
向
け
、
積
極
的
な
取

組
を
要
望
す
る
。

除草により整備された公園
（写真はわさ谷公園） 決算概要説明書

＊
１

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
障

害
者
、
高
齢
者
、
児
童
等
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
要
す
る
経
費
の
こ
と
。

＊
２

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
…
認
知
症
、
知

的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
人
が
自
立
し
た
地
域
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
本
人

と
の
契
約
に
基
づ
き
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日

常
的
な
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
の
こ
と
。

＊
３

経
常
収
支
比
率
…
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
た
め
の
指
標
で
、
地
方
税
、
普
通
交
付
税
な
ど
、

使
途
の
特
定
が
な
く
、
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る

一
般
財
源
（
経
常
一
般
財
源
）
の
う
ち
、
人
件
費
、
扶

助
費（
＊
１
）、
公
債
費（
＊
８
）な
ど
、
毎
年
度
経
常
的

に
支
出
さ
れ
る
経
費
（
経
常
的
経
費
）
が
占
め
る
割
合

の
こ
と
。
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
財
政
構
造
に
弾
力
性

が
あ
り
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
政
策
的
経
費
に

充
当
で
き
る
財
源
が
多
く
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

＊
４

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
…
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
も
た
ら
さ
れ
る
変
化
や
便
益
を
測
る
た
め
の
指

標
の
こ
と
。

＊
５

ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
加
配
…
支
援
学
級
在
籍
児
童

を
含
ん
だ
市
独
自
の
少
人
数
学
級
編
制
に
伴
い
学
級
数

が
増
え
る
学
校
に
対
し
、
市
費
任
期
付
講
師
を
加
配
す

る
制
度
の
こ
と
。

＊
６

街
区
…
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
で
は
、
市
駅
周

辺
を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で
の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定

め
、
再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
。

＊
７

土
地
区
画
整
理
事
業
…
土
地
所
有
者
等
の
土
地

を
減
ら
し
（
減
歩
）
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設

の
整
備
、
改
善
や
、
売
却
し
て
事
業
費
に
充
て
る
土
地

を
生
み
出
す
な
ど
に
よ
り
、
土
地
の
区
画
を
整
え
て
宅

地
の
利
用
増
進
を
図
る
事
業
の
こ
と
。

＊
８

公
債
費
…
市
債
（
市
の
借
金
）
を
返
済
す
る
元

利
償
還
金
（
元
金
と
利
子
）
と
一
時
的
な
借
入
れ
を
し

た
場
合
の
支
払
利
息
の
こ
と
。

＊
９

ひ
ら
か
た
万
博
…
大
阪
・
関
西
万
博
に
合
わ
せ
、

市
民
や
企
業
等
の
多
様
な
主
体
と
の
共
創
に
よ
る
事
業

や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
へ
の

愛
着
向
上
を
目
指
し
て
、
実
施
す
る
市
独
自
の
取
組
の

こ
と
。
市
域
全
体
を
パ
ビ
リ
オ
ン
に
見
立
て
、
健
康
、

環
境
、
に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
様
々
な
分
野
の
取
組
を
実

施
す
る
。

＊
１０

不
明
水
…
下
水
道
の
汚
水
管
に
、
様
々
な
要
因

で
流
入
す
る
雨
水
や
地
下
水
の
こ
と
。

＊
１１

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
…
行
政
が
事
業
検
討
の
段
階

で
民
間
事
業
者
か
ら
の
意
見
、
提
案
等
を
把
握
す
る
こ

と
。

＊
１２

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
…
Ｂ
Ｍ
Ⅹ
等
の
自
転
車
や
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
都
会
の
街
中
で
も
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
の
こ
と
。

＊
１３

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
…
母
子
家
庭
の
母

ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
が
、
就
業
に
結
び
つ
き
や
す
い

資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
養
成
機
関
で
就
業
す
る
場
合
、

そ
の
期
間
の
生
活
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
支
給
さ

れ
る
給
付
金
の
こ
と
。

※ 質問の内容について、各議員が３項目を選定の上、要約して掲載しています（そのため、実際の発言口調とは異なる場合があります）。

区 分 歳 入 歳 出 翌 年 度
繰越財源

※１
実質収支

前 年 度
実質収支

※２
単年度収支

一 般 会 計 １６７,０４０,１１１１６４,５９３,６１５ ５０７,７５０ １,９３８,７４６ ２,３１１,６０５ ▲３７２,８５９

特

別

会

計

国民健康保険 ３８,０７７,７９２ ３７,９５７,９９３ ０ １１９,７９９ ３１,３９６ ８８,４０３

自動車駐車場 ９７,８３０ ６０,１３５ ０ ３７,６９５ ▲１３,９８４ ５１,６７９

財 産 区 ４１,７７８ ４１,７７８ ０ ０ ０ ０

介 護 保 険 ３８,７２２,０５１ ３７,８５１,１３７ ０ ８７０,９１４ ８９８,９６８ ▲２８,０５４

後期高齢者医療 ８,９８５,８５６ ８,８９１,７０８ ０ ９４,１４８ ３９１,４２５ ▲２９７,２７７

母子父子寡婦
福祉資金貸付金 ６５,８４６ ２６,０１６ ０ ３９,８３０ ４０,８１９ ▲９８９

区 分 収益的収入 収益的支出
※３
純 利 益 前年度純利益

企
業
会
計

水 道 事 業 ６,３３２,１３０ ５,１１９,１３７ １,２１２,９９３ １,４９８,４８８

病 院 事 業 １０,４５１,７９０ １１,３４２,５１３ ▲８９０,７２３ ▲２４３,９６７

下 水 道 事 業 １２,２０８,９７３ １０,７１０,００５ １,４９８,９６８ １,５０４,５４２

令和８年（２０２６年）１月１日 枚 方 市 議 会 報 第３６０号 ＜ ２ ＞


